
 

 

「水産県長崎の未来をつくる」フォーラムのご出席の依頼 

 

謹啓 小夏の候、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。 

長崎県の振興のため、日頃よりのご尽力・ご苦労に対し心より敬意を表します。 

水産県長崎として、未来に向けいかにその道を拓くかと毎年・長崎県庁にて水産フォ

ーラムを開催しております。 

水産業において養殖は大きな水産業の柱でありますが、繰り返される赤潮・海底環境

悪化など多くの課題も抱えております。そうした中、いかに「持続可能で発展する水産

業・養殖」を実現するかをテーマとして別紙のような内容にてフォーラムを開催するこ

ととなりました。 

今回は、長年最前線で養殖の在り方、環境改善に向け調査・研究を行ってこられた貴

重な 2人の研究者の講演・報告等が行われます。 

また質疑応答の時間も多く設けております。 

つきましては、ご参加を頂ければ、大変幸甚に存じご案内させていただきます。 

ご多忙な中とは存じますが、何卒宜しくお願い申し上げます。 

                             謹白 

内容：「水産業・養殖の新たな道を探る」 

 場所：長崎県庁大会議室 

 日時：2021年 8月７日(土)14:00～16:30 

 後援：長崎県・長崎市  

 

※コロナ対策として間隔を取り人数を制限し、マスク着用・検温等を行い開催いたします。 

 ※お申込み等は、別紙の FAX又はメールにてお願い致します。 

 

                 「水産県長崎の未来をつくる」フォーラム 

                  世話人：北村誠吾（元地方創生大臣・衆議院議員） 

                     冨岡勉（衆議院議員） 

木下健（長崎総合科学大学前学長） 

菊森淳文（（財）ながさき地域政策研究所所長） 

宅島壽雄（前長崎県商工連合会会長）                            

川口勝之（長崎大学元教授）     

下条文摩左（前県議会議員）他                



1951年生まれ，兵庫県高砂出身。京都大学農学部卒。農学博士。大阪市環境科学研究所，水産庁養殖研究所（現、水産総合研究
センター増養殖研究所）主席研究員をへて、京都大学フィールド科学教育研究センター 森里海連環学分野教授
長年、沿岸環境の調査研究にあたる。研究は、（１）沿岸域における汚濁指標種の生態学的・分類学的研究（２）生物群集による
都市域水環境の評価・修復に関する研究（３）養殖漁場環境の評価・修復に関する研究（４）沿岸生態系の生物生産構造に関す
る研究　

1951年生まれ，広島原爆二世、大分市出身。鹿児島大学大学院修了。水産学博士（北海道大学）。鹿児島大学水産学部教授を経
て、鹿児島大学名誉教授。専門は生産生態学、水産増養殖学、養殖環境保全。持続生産可能な環境保全型養殖を目指して、養魚
と海藻とアワビとナマコの海面及び陸上の複合エコ養殖について研究中。これまでに、日本水産増殖学会評議員、日本水産資源
保護協会の環境保全型養殖普及対策検討委員などを歴任。現在、国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構生物系
特定産業研究支援センター「イノベーション創出強化研究推進事業」評価委員、海の森づくり推進協会副会長、鹿児島県環境影
響評価専門委員、鹿児島県魚類養殖協議会委員

横山　壽（京都大学元教授）
～世界の養殖業と持続的生産への道～

●日　時：2021年８月7日㈯ １４：００～１６：30（13：30開場）
●会　場：長崎県庁 大会議室（１F）　
●参加費：無 料
●主　催：長崎平和大使協議会  会長：川口勝之（長崎大学元教授）
●後　援：長崎県、長崎市
●連絡先：長崎市西山1丁目22-3 TEL・FAX：095(820)2562
　　　　  090-1925-5655（今西）  E-mail:office@np-taishi.org

SDGs14
海の豊かさを！

Glocal Project水産県長崎の
未来をつくる 2021

◎長崎未来平和フォーラム　

～水産業・養殖の新たな道を探る～

門脇 秀策（鹿児島大学名誉教授）　　
～環境保全型複合エコ養殖によるSDG12,13,14のススメ～

http://np-taishi.org/ 


